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１．はじめに 

 近年、プロセッサの並列化技術の進展に伴い、膨大な計算を短時間で処理するための技術が実

現されつつある。この技術は、全身運動等の膨大な情報を、リアルタイムに近い状態で処理する

ことに利用が可能である。本研究では、運動計測装置から入力された三次元位置情報に対して、

広域分散クラスタである InTrigger[1]上で、運動学習時の脳内処理を機能的にシミュレーション

することを目的とするシステムを構成した。研究展示においては、運動計測装置から入力された

運動情報を、脊髄神経系を介して脳に入力される体性感覚情報に変換し、並列計算機上での学習

により構成された判別器を用いて、運動の巧緻を認識する機構を示す。 

 

２．システムの構成 

 図 1に本システムの構成図を示す。 

 本システムでは、まず、全身運動の情報を、運動計測装置（地磁気型モーションキャプチャ装

置）によって取得する（1）。運動計測装置によって得られた位置情報を元にして、ＰＣにてこれ

を体性感覚情報に変換する（2）。体性感覚情報への変換は、位置情報から筋骨格情報を計算した

上で、筋紡錘モデルに基づいて計算される[2][3]。その後、この情報は InTrigger上に送信される。

なお、InTriggerは外部に対してのユーザポートの開放をしていないため、PCと InTriggerとの

通信には sshのポートフォワード機能を使用する。学習フェイズでは、巧緻の度合いが異なる 

 

図 1 システム構成図  



運動に対応する体性感覚情報に対して線形判別分析を行い、識別に必要な情報を得る。認識フェ

イズでは、新たに入力される体性感覚情報を判別空間に射影し、クラスの平均との距離が最小と

なるクラスを識別結果として出力する。クラスは、運動の巧緻の度合いを表わす(3)。InTrigger

上のプロセッサ間通信は、広域拠点用の MPI ライブラリである MC-MPI[4]を用いる。並列処理

部は、運動の巧緻を身体の内部を伝わるから学習し識別する処理を、機能的にモデル化している。

InTrigger上によって判別されたデータは表示のため再び PCに送信され、ユーザに結果が返され

る（4）。 

 

３．結論 

 本研究では、実世界情報計測装置である運動計測装置と、広域分散クラスタである InTrigger

との接続を実現するシステムを実装した。このシステムにより、運動計測装置によって計測され

た身体の位置座標情報から体性感覚情報を計算し、運動の巧緻を判定し、ユーザにフィードバッ

クすることができるようになった。 

 

４．今後の展望 

 今回は、InTrigger上に、体性感覚情報を用いて運動の巧緻を認識する機構を実装した。今後は、

他の計算機構に基づく判別器を実装したり、詳細な神経モデルをインタフェースしたりして[5]、

任意の運動を習得する過程において、運動計測装置から得られる運動情報の変化を記述可能な、

運動学習モデルを構築する計画である。 
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